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アンケート結果レポート



 概要
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対 象 ：ジェグテックに登録されている国内中小企業の全ユーザー

実 施 期 間 ：2019年11月08日（金）10：00 ～ 11月22日（金）23：59

配 信 数 ：21,480人

回 答 数 ：1,194人

※本レポートでは皆様にご回答いただいた内容の一部をご紹介させていただきます。

 アンケート実施概要（有効回答数1,194名）



 アンケート項目
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アンケートの設問内容は、以下の15問



 アンケート回答

3

 「新規顧客の開拓」が最も回答数が多く、約78.6%を占める

Q2-1 貴社が重視している取り組みをお教えください。（複数選択可）

31.2%

68.8%

生産性向上

選択 未選択

78.6%

21.4%

新規顧客

の開拓

選択 未選択

41.8%

58.2%

新技術・新製品

の開発

選択 未選択

41.9%

58.1%

（既存技術を応用した）

新分野への進出

選択 未選択

回答者数：1,194

 Q2-1の質問項目を受けての自由記載の一例となります。

Q2-2 [Q2-1]*で取り組まれていることを具体的にお教えください。（自由記載）（任意）

回答者数：1,050

Q2-1の選択項目 回答内容

新規顧客の開拓 新技術・新製品の開発 IoTデバイス、組込ソフトウエア開発、サービス運用設計、デザインPoC

新規顧客の開拓 新技術・新製品の開発 銀行等が開催する商談会への参加。

生産性向上 新技術・新製品の開発 （既
存技術を応用した）新分野への進出

大学や産業振興機構など外部機関、異業種企業などを訪問して意見交換をしている。定期的にに商談会等に参加している。

新規顧客の開拓 ホームページなどを利用した広告活動



 アンケート回答
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 回答率は95.4％
 過半数以上（約54.4％）が「YES」と回答 (他社連携に強い関心があると考えられる)

Q2-3 貴社で取り組まれていることに関して、他社と連携したいこと（発注を含む）などございますか？（単一選択）（任意）

 Q2-3の質問項目を受けての自由記載の一例となります。

Q2-4 （[Q2-3]*で「YES」とご回答された方に）具体的な内容をお教えください。（自由記載）（任意）

回答 回答人数 割合（約）

YES 649人 54.4%

NO 489人 41.0%

未回答 56人 4.7%

54.4%
41.0%

4.7%

他社と連携したいことは

ございますか？

YES NO 未回答

回答者数：612

回答者数：1,138

回答内容

国内での既存技術の連携企業

システム開発会社、ハードウェア設計企業との連携

自社だけでの活動では広がりのスピードが遅いと思うので、異業種/行政/教育等
も参加しての取り組みが必要だと思う。社外での協力メンバーを探しています。

すり身と練り合わせる、珍しくて高級感があって安価（端材など）な原料の紹介。
弊社で製造可能な商品の発注など。

弊社が持っていないコーティングや溶接技術で医療機器向けで経験のある会社と
協力したい

企画製造する弊社と、特殊なユーザ層を持つ企業との協働です。

昨今店舗、オフィス向け大型受注が増えており、信頼できる協力会社を探してい
ます。

回答内容

電力会社向け、監視IoTシステム関連

親会社とのアライアンス（シナジー効果）

物品の生産

公衆回線網を用いた音声・映像の同期伝送装置の開発
振動エネルギー流れ可視化の研究

ソーラパネルからバッテリを充電し、バッテリを夜間照明の電源とするシステム
の施工業者

韓国の企業との契約にこぎつけるも、試作途中で意思の疎通が図れず頓挫。

新規事業の確立のためには必要


